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育 林 才 二 研 究 室

A.山 岳 奥 地林 の 造 林 に 関す る研 究

1.ス ギ(品 種)の 生長量調査

汰 木 達 郎

中 島 誠

スギ挿木品種の生長比較のために粕屋演習林と宮崎演習林に設定されたスギ品種試験地の幼時

の生長を比較検討するために宮崎演習林の試験地について調査を行なつた。

1・ 試験地の状況

ζA)場 所35林 斑 内

(B)ス ギ品種12種 〈第 燦表 〉

⑨ 植栽年度 昭和58年4月

② 植栽方法 イ.列 間距離1.8m

μ.苗 間距離3.5m

ハ.各 品種6列 宛各列 ア5本 植

x.品 種 別列間距離2.5m

働 調 査 月日 昭和42年5月

巫・調i査方法

A.調 査木は中央列(簗 乙列8ま たは第4列 邑)各39本 宛 壌O本 毎に5験 階 く下図のとk・り)

に設定 し側枝に 「ラベル 」を附すo

(注)桔 損木または生長不良木は欠番とするo

今回の調査に限つて全樹高より本年度の悼長量を差引いた毛のを前年変の樹高とした。

B・ 調査月H昭 和42年5月



1{1.結 果

根元直径生長は現在 のところでは クモ トナシ〉 ウラセパル ・ヤイチ ・イ ワオ ・オ ビ〉 ヨシノ ・

コガ 。キウラ〉 ヒノデ ・モ トエ ・キジン〉ヤブクグリの順になつているo

樹 高の伸長量を前年比で比較すれば、 クモ トオ シ〉モ トエ〉 ウラセバル ・オ ビ・コガ〉 ヒノデ

・ヨシノ 。イ ワオ ・キウラ ・ヤイチ〉 ヤブクグ リ・キジンの順 となる。

また、斜面の上 ・下で とぐに樹高伸長量が どのよ うにちが うかを調べた結果 を第5表 より比較

する とクモ トオ シ ・モ トエ ・コガ ・ウラセバル ・ヤィチが斜面の上下の差が大 きぐ、 ヨシノ ・ヤ

ブクグ リ・オ ビでそ の差が少なかつた。

第1表 ス ギ 品 種 試 験 地 配 列 図



第2表 平 均 生 長 量

(注)根 元直径は地上1gemと す る。



蔚 《 斜 面 ○ よ 下 疹…拝 毒 主 長 重


